
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度執行部のご紹介 
 

今年度は、代表幹事、副代表幹事５名、幹事６名による執行部１２名が各担当業務を中心的に担い、
会務を運営していきます。 
執行部のメンバーをご紹介するとともに、各人による自己紹介を下記に掲載させていただきます。 
引き続き、当研究会のウェブサイト（https://www.2ben-tousan.com/）でも有益な情報を発信し
てまいります。 

第二東京弁護士会倒産法研究会 

 

副代表幹事 

20部懇親会、 

書籍 PJ担当 

森円香 （５５期） 

【新都総合法律事務所】 

 

 

本年度、書籍 PJ/20部懇談会/女子会/遊軍担当を

拝命いたしました 55期の森円香と申します。新東京

法律事務所からビンガム・坂井・三村・相澤法律事務

所を経まして現在に至っておりますが，これまでに諸

先生方のご指導の下，会社更生事件や民事再生事

件等様々な倒産事件にかかわらせていただくことが

できました。これも、当研究会の例会等を通じた諸先

輩方からの教えが基礎にあればこそと感謝しておりま

す。権田代表幹事の下、二弁倒産法研究会を盛り上

げるべく、微力を尽くしてまいる所存です。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

副代表幹事 

20部協議会 

書籍 PJ担当 

   片上誠之 （５４期） 

【石井法律事務所】 

 

２０部協議会と書籍 PJを担当させて頂きます、５４期

の片上誠之と申します。 

  私は、２００１年弁護士登録で石井法律事務所に勤務

後、２００９年秋～２０１２年初旬にかけて、官民ファンド

の株式会社企業再生支援機構（現 REVIC）に参加

し、全国各地の中堅・中小企業の再生支援に関わりま

した。その際、ある案件で高木裕康先生に大変お世話

になりまして、同社を退職し、元の事務所に復帰後、倒

産法研究会に参加を認めて頂きました。 

  このような経緯で、気づけば弁護士登録から丸２１年

が経過しておりますが、倒産法研究会での経験は１１

年程度とまだまだ若手のつもりでございます。 

今年に入りようやくコロナ禍の影響も小さくなり、今

後、毎月の例会でもリアルな議論やその後の懇親会

が再開できるものと大変楽しみにしております。 

２年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

            副代表幹事 

書籍 PJ担当 

吉田和雅 （60期） 

【ＴＭＩ総合法律事務所】 

 

この度、初の執行部に参加さ

せて頂くことになりました 60

期の吉田和雅と申します。 

前年度までは、野口隆一先生とともに 20部協議会担

当をさせて頂きました。 

会員の皆様におかれましては、協議問題案のご提案、

研究会内での事前検討会、20 部協議会へのご参加

等、日頃より多大なるご協力を賜りましたこと、改めて

感謝申し上げます。 

今年度からは、書籍 PJ担当として、微力ではございま

すが、二弁倒産法研究会に少しでも貢献できるよう、

精進して参る所存です。 

倒産法研究会に参加させて頂き 12 年ほど経ちます

が、その間、REVIC への出向のお声がけを頂いたり、

非常に興味深い執筆や更生管財事件のお手伝いの

末席に加えて頂くなど、研究会の先生方の温かいご

指導により今の自分があると実感しております。少しで

も恩返しできるよう担当業務に尽力致しますので、ご

指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。 

副代表幹事 

会計、渉外担当  

廣瀬正剛 （６０期） 

【東京富士法律事務所】  

 

本年度、会計及び渉外を担当さ

せていただくことになりました60

期の廣瀬正剛です。 

所属事務所は東京富士法律事務所で須藤英章先生

の元で弁護士業務をスタートするという幸運に恵ま

れ、その縁で二弁倒産法研究会に入会しました。研究

会に入会したおかげで他会の先生とも繋がりも増えま

したし、昨年は髙井章光元代表幹事からお声がけ頂

き、会社更生事件の管財人代理等貴重な機会を与え

ていただきました。 

会計については現状潤沢な資金（貯金）があり、会員

の皆様へ適切な形で還元できるよう色々と検討してい

く所存です。また、コロナ禍がようやく収束傾向にあり、

これまで停滞していた他会との交流、親睦を促進し、

少しでも若い先生方に他会との交流の機会を設けて

二弁倒産法研究会の良き伝統を引き継いで行きたい

と思います。 

権田代表幹事のもと鋭意尽力して参りますので、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 

副代表幹事 

月例会担当 

篠田憲明 （54期） 

                    【三宅坂総合 

法律事務所】 

 

本年度、月例会を担当させていただくことになりまし

た 54期の篠田憲明と申します。 

私は、弁護士１年目より二弁倒産法研究会の先輩諸

先生方から研究会活動や多くの案件において、また、

同事務所の山岸洋先生が代表幹事を務められた頃

からは多くの会員の先生方から公私にわたり、ご指導

ご鞭撻を頂いて参りました。様々な機会で当研究会の

諸先生方から学ばせていただいたことが、倒産事件

に留まらず、私の弁護士業務のすべてに生きているこ

とを実感致しております。 

これまで、当研究会において、20部協議会担当、30

周年パーティ事務局、四会シンポジウムのコーディネ

ーター、書式検討会メンバー等、数々の貴重な経験を

させていただいたことを、本年は、１年を通じて毎月行

われる月例会の企画・運営に生かし、会員の先生方

にとって更に有益な機会を設けられますようにして参

りたく存じます。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

             代表幹事 

                統括担当      

権田修一 （52期） 

【東京富士法律事務所】 
 

今年度、代表幹事を務めさ

せていただくことになりまし

た 52期の権田修一と申し

ます。 

私は、弁護士登録 2 年目に二弁倒産法研究会に入

会し、倒産・事業再生に関する勉強をさせていただく

ばかりでなく、幹事の先生方からお声がけいただき、

会社更生事件の管財人代理、大型破産事件の破産

管財人代理、中小企業再生支援協議会（現・中小企

業活性化協議会）の専門家アドバイザーなど、貴重

な経験をさせていただきました。 

これまでのご恩に報いるためにも、非力ながら代表

幹事として尽力して参る所存です。 

「二弁倒産法研究会は風通しが良い」とよく言われ

ます。伝統的に、先輩が若手の活躍の場を提供し、そ

の若手がこれに応えて力を伸ばし、さらに若手の活

躍の場を提供するという良い循環ができていること

がその一因だと思います。 

幸い、中堅、若手の実力者に執行部に入っていただ

きましたので、副代表幹事及び幹事の先生方ととも

に、二弁倒産法研究会の良き伝統を継承し、様々な

活動を通じて、ベテラン、中堅、若手の会員の先生方

の活躍の場を提供していきたいと考えております。 

是非お力添えをいただきたく、よろしくお願い申し上

げます。 

 

代 表 幹 事： 権田修一（52期） 
副代表幹事： 片上誠之（54期）、篠田憲明（54期）、森円香（55期）、廣瀬正剛（60期）、吉田和雅（60期） 
幹 事： 山田祥恵（６１期）、俣野紘平（6２期）、野中英匡（63期）、増田智彦（63期）、水関寿量（65期）、小島啓（69期） 

 

https://www.2ben-tousan.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事  

事務局長、 

破産管財継続研修、 

合宿担当 

俣野紘平 （62期） 

【西村あさひ法律事務所】 

 

 

今年度、事務局長、定例研修、破産管財人実務継続

研修及び合宿を担当させて頂くことになりました、西

村あさひ法律事務所の 62期の俣野紘平と申しま

す。 

当会に入会して以来、あっという間に 10年以上も経

過してしまいましたが、まだまだ当会の諸先輩方の経

験には遠く及ばず、当会の月例会やその他イベントに

おいて日々薫陶を受けております。昨年度までも事務

局業務を担当させて頂いており、Zoom配信による月

例会の開催等、これまでにない方法による研究会の

運営ノウハウを得ることができました。 

今年度は、Zoom配信だけでないハイブリッド方式に

よる月例会の開催や、長らく中止となっていた合宿の

復活も予定しております。コロナ禍で得た知見を生か

し、ポストコロナにふさわしい研究会の運営を目指し

たいと思います。 

 

 

 

幹事  

月例会、 

書籍 PJ担当 

野中英匡 （6３期） 
【東京富士 

法律事務所】 

 

 

本年度の幹事を拝命し、月例会を担当することとなりま

した野中と申します。 

私は、弁護士登録とともに東京富士法律事務所に入所

し、すぐに二弁倒産法研究会に入会させていただきまし

た。二弁倒産法研究会では、倒産実務に精通された経

験豊富な諸先生方から、研究会の運営等についてご指

導を賜るとともに、書籍の執筆や大型の倒産事件等に

お声掛けいただくなど、大変貴重な経験をさせていただ

き、誠に感謝しております。 

この度、執行部の一員として月例会を担当させていただ

くことになりましたので、研究会員の皆様にとってさらに

利用しやすく、また、若手の先生方も積極的に参加しや

すいような月例会となるよう尽力してまいります。 

甚だ微力ではございますが、代表幹事の権田先生をお

支えしつつ、全身全霊で職務に取り組んで行く所存で

すので、今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒宜しくお願い

申し上げます。 

  

幹事 

広報担当  

増田智彦 （６３期） 

【東京丸の内 

法律事務所】 

 

 

本年度、広報を担当させていただくことになりました

63期の増田智彦と申します。 

私は、ロースクールで山本和彦先生に倒産法の魅力

を教えていただき、入所後は当事務所の宮川勝之先

生、長沢美智子先生、髙木裕康先生、内藤滋先生と

多数の倒産案件をご一緒させていただくという、大変

恵まれた倒産人生を歩んで参りました（特に、内藤先

生は、ご本人は嫌がっておられますが(笑)、兄のような

存在です。）。 

今までのご恩に報いることができるよう精一杯研究会

会務に努めさせていただきます。 

麒麟麦酒株式会社の法務部にて 4 年間勤務後、弁

護士に転身しましたので、社会人経験を活かして新た

な視点で色々ご提案できればと考えております。若輩

者ではありますが、やる気は人一倍ございます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

幹事 

事務局長補佐、 

20部懇親会、合宿、 

書籍 PJ担当 

水関寿量 （６５期） 

【弁護士法人 One Asia】 

 

本年度の事務局長補佐、20 部懇親会、合宿、書籍

PJを担当させて頂くことになりました 65期の水関寿

量（みずせきひさかず）と申します。 

弁護士登録後、現在の PLAZA 総合法律事務所に

入所し、倒産・再生案件に携わるとともに、１年目から

二弁倒産法研究会に入会させて頂きました。 

研究会では、月例会や合宿等を通じて、経験豊富な

諸先生方から多くの学びの機会を頂くとともに、近時

は保全等でもお声掛け頂き、大変貴重な経験を積ま

せて頂いております。 

これまで研究会の諸先生方から頂いたご恩を少しで

もお返しできるよう、代表の権田先生、事務局長の俣

野先生をしっかりとお支えするとともに、全力で担当

業務に取り組ませて頂きますので、今後ともご指導ご

鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

幹事 

２０部協議会、 

合宿担当 

小島啓 （６９期） 

【三宅坂総合 

法律事務所】 

         

本年度２０部協議会・合宿を担当させていただくこと

となりました、６９期の小島啓（さとし）と申します。 

弁護士登録後、アンダーソン・毛利・友常法律事務所

に入所致しました。現在の三宅坂総合法律事務所へ

移籍後、初めて倒産・事業再生案件に触れる機会を

得て、瞬く間に倒産・事業再生の事件処理に魅了さ

れ、二弁倒産法研究会に入会致しました。未だ経験

の浅い私にも幹事の御役目をいただける二弁倒産法

研究会の風通しの良さに感激するとともに、非常に身

の引き締まる思いでおります。 

この度いただいたチャンスを存分に生かし、２０部協

議会その他の会務を通じて諸先輩方からできる限り

多くのことを吸収できるよう、誠心誠意、力を尽くして

参ります。ご指導ご鞭撻の程、何卒よろしくお願い申し

上げます。 

 

幹事 

月例会、書籍 PJ担当 

        山田祥恵 （61期） 

【東京富士 

法律事務所】 

 

 

 
本年度、月例会及び書籍 PJ を担当させていただくこ

とになりました６１期の山田祥恵と申します。 

私が所属する東京富士法律事務所では、須藤英章

弁護士や代表幹事の権田修一弁護士をはじめとし

て、倒産分野で活躍されている方が多く、憧れの諸先

輩方のように、私も倒産案件に携われるようになりた

い…！と思うようになるのは自然な流れでした。その目

標に向かって研鑽を深めるべく、当会に入会させてい

ただき、当会の先生方のご指導のおかげで、裁判所

から管財事件の依頼をいただけるようになりました。 

当会には、面倒見の良い魅力的な先生方が数多く所

属されており、また大変風通しのいい風土ということも

相まって、主に月例会やその後の懇親会の場で、大

型案件での実務経験を教えていただいたり、法律論

による裏打ちを確認したり、時には人生相談に乗って

いただいたりと、さまざまなことを学ばせていただいて

おります。これまで当会所属の諸先生方から受けたご

恩を返せるよう、尽力して参りますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 


